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教団創立 81 周年記念式典 ～京都教会からも功労者～ 

 教団創立 81 周年記念式典が 3 月 5 日、本部・大聖

堂で行われ、会員約 3,500 人が参集。法話に立った庭

野日鑛会長は、「家庭での教育が、最も肝心な、根本的

な教育」と強調し、親が教えに沿った生き方の模範を

示すことで、子供の宗教心が育まれると述べられまし

た。その模様がインターネットにより国内外の教会や

拠点へ同時配信され、京都教会でも多くの参拝者が教

会法座席で拝見しました。 

式典では、読経供養が行われ、導師をつとめた庭野

光祥次代会長が庭野会長の啓白文を奏上されました。

この中で庭野会長は冒頭、「本会は、昭和 13 年 3 月

5 日、開祖さまと脇祖さまの『法華経に込められた真

の仏教精神をひろめ、現実に人を救い、世を立て直し

たい』との熱意と真心を基（もと）に創立されました」

と振り返りました。その上で「教団創立 100 年」を展

望し、「人材育成――人を植える――という根本命題

に全力を尽くしていくことが、私たちの大切な務めで

あります」と強調。人材育成のために、「一人ひとり

が、家庭、学校、職場、地域、また世界で、惜しむこ

となく自分から一歩を踏み出し、それぞれの個性をい

かして三つの基本信行――『ご供養』『導き・手どり・

法座』『ご法の習学』――を実践してまいります」と

誓願されました。 

次いで、教会役員功労者 199 人の代表者である京都

教会の平井利枝氏、会員特別功労者 217人の代表者で

ある江戸川教会の三原秀夫氏に庭野会長から感謝状と

記念品が贈呈されました。庭野会長は「平井さんは私

が京都に行くと、毎回京都駅まで迎えに来て下さった。

今日もお迎えを頂き、まるで今日も京都に来ているよ 

  

 
うだと思った」と感想を述べ、京都という特殊な教会

で 20 年の間、役員として多忙な教会長を支え、円滑

な教会の運営を支えて下さったことに感謝の言葉を添

えるとともに、現在の京都教会長は「信者の手本のよ

うな方」と言っていたと披露されました。 

次に庭野会長は会場の最高齢会員 3 名を紹介。「95

歳の方、京都教会の水谷さん」と紹介されると、教会

法座席の会員からも大きな拍手が沸き起こりました。

功労者の皆様のお陰さまで今日を迎えることができた

ことは本当に有難いことだと述べられました。 

この後、法話に立った庭野会長は、「父は子どもの尊

敬の的でありたい。母は子どもの慈愛の座でありたい。

なぜなら、家庭は子どもの苗代だから」という安岡正

篤氏の言葉を引用しながら、人間の成長にとって最も

大事なのは「家庭」であり、家庭教育が子供の人格形

成に大きな影響を与えると説示。想像力や記憶力が鋭

敏な時期といわれる少年期に、「朝のあいさつ」「人に

呼ばれたらすぐに返事をする」「履物をそろえる」とい

った「三つの実践」をしつけ、そうした人間教育が学

業を含めた成長の根本になると説かれました。 
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平成３１年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～香る風のような人に～ 右京支部 大川曜代 

「今月のことば」を担当させて頂きます、右京支部

の大川曜代です。 

 

会長先生の「香る風のような人に」を読ませていた

だき、香る風のような人とはどんな人のことだろうと

思いました。その人に出会うと何となく安心する人、

出会いたくなる人、話したくなる人、温かい気持ちに

なる人かなと思いました。そんな人に私もたくさん出

会ってきたように思います。 

その出会いの中心というか、始まりというか私の中

には開祖さまがいます。今年、京都教会は６０周年を

迎えますが、この蹴上に京都教会が落慶の式典の際、

開祖さま、会長先生がお見えになりました。 

私はエレベーターの中にいて参拝される方をご案内

するお役を頂いていました。式典が始まる前もずっと

エレベーターの中でしたので開祖さまにも会長先生に

もお出会いできるはずもなく、そして私が担当してい

たエレベーターは普門館側でしたので来賓の方を笑顔

でお迎えしていました。 

式典が終わった頃、お役の方が走ってこられ、エレ

ベーターの中にいた私に「開祖さまと会長先生が来ら

れますので、待っていて下さい」と言われました。そ

んな予定はなかったので、今から思うと開祖さまと会

長先生は会員さんと触れ合おうと予定とは違う経路を

歩いて来られたのかもしれません。 

私は「ラッキー！」と思いエレベーターの中でまだ

かまだかと待っていると、なんだか温かい風が足元か

らふぁっと上がってきました。「あっ」と思った瞬間、

開祖さまがお見えになったのです。 

そしてその後ろを会長先生が歩いてこられました。

今でもはっきりと覚えていますが、お姿が見えていな

いのに開祖さまだとわかる温かい風でした。 

私が開祖さまのことが大好きだったからだけではな

いと思います。開祖さま、会長先生とエレベーターと

いう密室でご一緒できたことは一生の思い出になるの

だと思います。 

会長先生がそのエレベーターの中で私が履いていた

ブーツを「いいブーツだね、私もそんなブーツを履い

て聖壇にあがってみたいな」とお声をかけて頂いたこ

とも、その時は会長先生もそんなことをおっしゃるの

かと今で言うギャップ萌え？していました。 

少し「香る風」とは違うかもしれませんが、時折そ

の時のことを思い出し、法座の中などでお分けさせて

頂いています。 

四月は仏さまのお誕生日月です。今の私があるのは

仏さまがお悟りになった教えのおかげさまです。嬉し

いことも、そうでないことも、教えに照らし合わせ、

有り難いことを見つける心癖がついているように思い

ます。 

しんどいことを考えていてもしんどい時間が続くの

でそれはあまり好きではありません。それよりも明る

く、優しく、温かい人になるための自分の気付きを探

していきたいです。 

実の母と義理の母がそれを実践し、一番近くで私た

ち夫婦に教えてくれています。触れ合うたびに本当に

すごい母達だなぁと尊敬します。 

これからも謙虚に、両親に感謝することを忘れない

でいたいです。ありがとうございました。   合掌 

 

2019 平和と幸せ 福幸(復興)の祈り ～鬼丸氏、関心を持つ大切さを講演～ 

3 月 12 日午後 7時 30 分より、京都教会法座席に

おいて「2019 平和と幸せ 福幸(復興)の祈り」（主

催：新宗連京都府協議会青年部）が開催され 5 教団の

青年部35名、京都教会青年部から 7名が集いました。 

教団別福幸(復興)の祈りでは天恩教・円応教・松緑

神道大和山・パーフェクトリバティ―教団・立正佼成

会が折鶴を奉納。続いて認定 NPO 法人テラ・ルネッ

サンス創設者の鬼丸昌也氏が講演。 

東日本大震災では行政が機能しなくなったと報告

し、災害時は行政があることが前提となっていること

をあげ、その際に重要なのは宗教団体や企業など、人

間関係を密にしている団体であると述べ、仲間や信者

を助けられること、家族を助けられること、それらを

もとに住民を助けられると、その役割に期待を寄せま

した。 

またマザーテレサの「愛の反対は憎むことではない、

無関心である」の言葉を紹介し、「無関心：関係ないこ

とだと思う」「無感心：感じないこと」「無観心：観る

ことを止める」の３つの無い心を宗教青年からなくし

ていきましょうと訴え、自らの教えに自信を持って、

伝え広めていくことが大切であり、関心を持つことの

大切さを述べました。 

総括に立った当協議会青年担当委員の鉢呂金太郎氏

は、実行委員が今日を迎えるまでに、仕事が終わって

から企画を進めて頂いたことに触れ、こうした動きが

８年間も続いてきたことに讃嘆。 

新宗連という教団を超えた繋がりやコミュニケーシ

ョンの大切さを述べ、各教団での布教に期待を寄せら

れました。 

終了後は近くのお好み焼き屋で親睦を深めました。 
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京都・祇園祭ボランティア２１設立 35 周年 ～青年部代表が参加～ 

京都・祇園祭ボランティア２１は 3月 9日、今年、

設立 35 周年を迎えたことを記念し、八坂神社常盤新

殿において記念行事を行い、京都教会青年部からも代

表者 2 名が参加しました。 

  

（公財）船鉾保存会の囃子方によるオープニング演

奏に始まり、祝辞、来賓挨拶、活動沿革の紹介、各加

盟団体の紹介と続き、終始和やかな雰囲気のもと行わ

れました。 

当ボランティアの西川会長は、発足当時 250 名程

度のボランティアが、現在では約 600 名になり、給

水補給や沿道整備など運営全般にまで携われるように

なってきたと披露。ひとえに山鉾連合会はじめ、ご町 

内の皆さまのご指導のお陰さまと感謝しました。 

文化庁地域文化創生本部の松坂事務局長は京都への

本格移転に向けて今は 30 名程で準備していると語

り、今後約 200 名になると披露。祇園祭には積極的

に関わっていきたいと抱負を述べられました。 

西脇知事のメッセージを代読された山内副知事は、

祇園祭はまさに地域創生だと思いますと述べ、文化庁

と協力し合い盛り上げていきたいと発表されました。 

公益財団法人 祇園祭山鉾連合会の岸本理事長は、

今年は 1,150 年目の祇園祭であることを紹介。ユネ

スコの無形文化遺産に登録されて 10 周年、新元号で

の初めての巡行になると披露。気を引き締めて取り組

んでいきたいと決意を述べられました。 

八坂神社の森宮司は、35 年間ボランティアに支え

てこられたことに感謝されました。また、ボランティ

ア自身が日頃、各職場で働いていることに触れ、ぜひ

全国にもＰＲして頂きたいと述べるとともに、祇園祭

への熱い思いを各加盟団体の皆さんとの懸け橋になっ

てもらいたいと期待を寄せられました。 

 

天皇盃 第 30 回全国車いす駅伝競走大会 2019 ～2 日間運営を支える～ 

天皇盃 第 30 回全国車いす駅伝競走大会 2019 が

3 月 10 日、宝ヶ池の国立京都国際会館前をスタート

し西京極陸上競技場までの 5 区間 21.3 キロで行わ

れ、京都教会青年部も運営を陰で支えました。 

本大会は 30 回目の節目を迎えるとともに、天皇陛

下御在位三十年記念で優勝チームには天皇盃を賜る記

念大会となりました。 

今年は全国 27 都道府県から 26 チームが参加。選

手やチームスタッフは前日の9日から自家用車や新幹 

線などで宝ヶ池プリンスホテルに集合します。 

青年部は 9～10 日の 2 日間でのべ 29 名のボラン

ティアで受け入れを行いました。9 日は国際会館の駐

車場で誘導案内を行いました。 

10 日は午前中、西京極陸上競技場で常用車いすの

運搬作業、午後からは再び国際会館駐車場に移動し、

西京極陸上競技場からバス移動された選手の降車介助

などを行い、帰路につかれる選手を見送りました。 

    

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【つっけんどん】 

態度や言葉に愛想がなく、とげとげしい様子。 

漢字では「突慳貪」と書く。物を惜しむ心「慳」と、

欲にこだわる貪欲な心「貪」が合わさったもの。 

「慳」も「貪」も、仏教の考え方では代表的な煩悩

に数えられる。これに強調の接頭語の「突」がついて 

できたのが「突慳貪」だ。 

 このままの意味なら、自分の利益だけを考える、自

分勝手で欲の深い様子が連想される。そんな人は、他

人に対して思いやりがもてず、態度も冷淡になりがち

なところから、現在のような意味になった。 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

「だれからも好かれる人」 

春四月は、新しい出会いが多い時です。とりわけ若

い人たちは、職場での新しい上司や同僚との人間関係

が心配で、「人に好かれる方法はないものか」と苦心し

ている人もいると思うのですが、いちばん確実な方法

は、こっちが相手を本当に好きになってしまうことで

す。 

よく「私はどうして異性にもてないんだろう」と悩

んでいる人がいますが、そういう人は、自分のいいと

ころだけを見せようと格好ばかり気にしているのです

ね。すましこんだり、高尚な話をしたりして、肝心な

相手を少しも見ていないのです。それよりも相手を好

きになってしまうほうが早道です。人は自分に好意を

持ってくれる人を自然に好きになるものなのですか

ら。 

法華経には、三十三身を現じてどんな人も救わずに

おかない観世音菩薩が登場しますが、その名の「観世

音」とは、相手の心、相手の願いを見通すという意味

です。「私は口下手でお上手を言えないから」とあきら

めている人がいますが、「愛語」とは、多く話すより聞

くことを多くすることといってもいいでしょう。だれ

の、どんな話にも親身になって耳を傾けられるように

なったら、だれからも好かれる人になります。 

 

「一つの自信が」 

だれも初めは自信がなくてあたりまえなのに、失敗

を恐れて自分に閉じこもってしまうのは、一種の増上

慢（ぞうじょうまん）なのではないでしょうか。会社

でも、伸びない社員は、できない理由を人のせいにし

て、自分で問題を解決しようとしない人が多いといい

ます。自信のない自分を、がんこに主張しているわけ

です。 

私も、十八歳で田舎から上京してきた当座は、素早

く立ち回る都会の人を見て気後れがして、一つ失敗す

ると二つも三つも失敗するというふうでした。 

いくらか自信が持てるようになったのは、仕事を終

えたあと、近くの道場へ柔道の稽古に通うようになっ

てからだったように思います。 

自分を励まし励まし一日も休まずに通ったものです

が、そのうちに、相手と四つに組んで、ときたま勝て

るようになると「自分も捨てたものじゃないな」と、

自信らしいものが生まれてきました。 

一つのことをへこたれずに続けていれば、必ず、な

にかがつかめます。一つ自信ができると、それが、さ

まざまな自信につながっていくのです。 

 

「日本の温かい心を」 

太宰府天満宮（だざいふてんまんぐう）宮司の西高

辻信貞（にしたかつじのぶさだ）先生のお話によると、

昔、先生が中国におられたときに知り合った国民政府

軍の将校たちの中に日本に留学した経験のある人がい

て、その人たちに、日本の何がいちばん印象に残って

いますかと尋ねてみたら、「下宿のおばさん」という返

事が多かったというのです。 

留学して勉強した学校のことより、親身になって世

話をしてくれた下宿のおばさんのほうが強く印象に残

っていると聞いて、留学生問題について、あらためて

考えさせられたものでした。 

心のこもらない形だけの留学生受け入れでは、やが

て彼らを失望させてしまいます。偏見を持った接し方

に嫌な思いをさせられ、せっかく日本に留学したのに、

帰国後は反日運動のリーダーになってしまうといった

ケースもあるそうです。 

温かい心の触れ合いによって本当の日本を理解して

もらうのが、なによりも大切であることが分かります。

佼成会に入会してくださった新入会員の方にその動機

を聞いてみても、親身になって話を聞いてもらったと

か、雨の日も風の日も、嫌な顔ひとつ見せず手どりに

きてくれたことに心を動かされた、という人が多いも

のです。忘れてはならないことです。  （つづく） 
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こころひとつにフェスティバル 

昨年、5 月 1 日の支部夜間ご命日で研修のお役を頂

いた私は「明日からの毎日すべてが、平成最後になり

ますね」と語った記憶があります。早いものであれか

ら 1 年。この月報がお手元に届くころには新元号が発

表されており、平成最後の 1 ヶ月となりました。近年

では「一世一元」、つまり、ひとりの天皇につい

てひとつの元号に限っており、存命中の改元は今の

日本人が初めて体験します。西暦 645 年の「大化」

にはじまり「平成」にいたるまで 247 の元号が

あるそうで、元号制度があるのは世界中、日本だ

けとのこと。大切にしていきたいものです。  


